
法人合併協定書 
 
キリスト教主義を建学の理念として共有する学校法人関西学院（兵庫県西宮市上ケ原一 
番町１番１５５号）と学校法人聖和大学（兵庫県西宮市岡田山７番５４号）は、幼稚園及

び小学校から大学院にいたる組織を擁する総合学園の新たな創造を目指すため、合併する

ことを目的として次のとおり協定（以下、「本協定」という。）を締結する。 
 
第１章 法人合併の基本的事項 

 
第１条 （合併協議会の設置） 
１ 学校法人関西学院及び学校法人聖和大学の法人合併の協議にあたり、両学校法人のも

とに合併協議会を設置する。 
２ 本協定の締結後、学校法人聖和大学が新たな事業を開始する場合若しくは既存の事業

を中止する場合、当該年度内に償還を終えない債務を負う場合又は資産を処分する場

合は、事前に合併協議会の承認を得る。 
３ 合併協議会の構成、協議内容、期間については別途協議する。 
第２条 （法人合併の期日） 
１ 法人合併の期日は、２００９年４月１日とする。 
２ 法人合併は、文部科学省認可の上、登記が完了した日をもって成立する。 
３ 存続する法人は学校法人関西学院とし、学校法人聖和大学は解散する。 
第３条 （法人合併後の法人名称） 
 法人合併後の法人名称は、学校法人関西学院とする。 
第４条 （事務所所在地） 
１ 主たる事務所は西宮市上ケ原一番町１番１５５号に置く。 
２ 学校法人聖和大学が保有する西宮市岡田山７番５４号の校地は、法人合併後、関西学

院聖和キャンパスと称する。 
第５条 （理事） 
１ ２００９年３月３１日現在の学校法人聖和大学の理事１名は、２００９年４月１日に

学校法人関西学院の理事となる。    
２ 教育学部の完成年次（２０１２年度）までの間、聖和キャンパス担当理事を置く。 
第６条 （副学長） 
 教育学部の完成年次（２０１２年度）までの間、聖和キャンパス担当副学長を置く。 
第７条 （財産及び債務の取扱い） 
財産及び債務については、次のとおりとする。 
１．法人合併後の基本財産は、両法人の基本財産を合算した額とする。 
２．学校法人聖和大学の積立金は、学校法人関西学院が承継する。 
３．学校法人聖和大学の固定資産は、学校法人関西学院が承継する。 
４．学校法人聖和大学の負債は、学校法人関西学院が承継する。 
第８条 （経理規程等の統一） 
財務諸表計上の整合性を確保するために、学校法人聖和大学の経理規程等に定める基準

を、学校法人関西学院の経理規程（資産計上基準、減価償却基準等）、物件調達規程、

物件管理規程等に統一するよう、２００８年３月末日までに改訂し、２００８年度から

適用する。 
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第２章 学校等の体制 

 
第９条 （関西学院大学教育学部） 
１ 関西学院大学教育学部は聖和大学の幼児教育の伝統と理念及び関西学院大学の教育学

の伝統と理念を統合しつつ構想する。 
２ 教育学部は、幼児・初等教育学科と臨床教育学科の二学科とする。 
３ 幼児・初等教育学科については、聖和大学が永年にわたり培ってきた教育理念を実現

できるよう学生/教員比率（教員一人当たり学生数２５名程度）を実現する。 
４ 学校法人関西学院は、２００９年４月１日付で聖和キャンパス内に関西学院大学教育

学部及び関西学院大学大学院教育学研究科を設置するため、文部科学省、関係官庁等

に必要な諸手続を行う。 
５ 教育学部及び教育学研究科の設置に必要な教員は関西学院大学が選考し、合併協議会

で協議の上、学校法人関西学院の理事会で任命する。 
６ 教育学部及び教育学研究科の設置に必要となる経費は、学校法人関西学院が負担する。 
第１０条 （聖和大学） 
１ 聖和大学（大学院を含む、以下同じ。）は、２００９年４月１日以降、学校法人関西

学院が設置する大学として存続する。 
２ 聖和大学の授業は、２００９年４月１日以降、聖和キャンパスで実施する。 
３ 聖和大学教育学部幼児教育学科、人文学部グローバル・コミュニケーション学科及び

キリスト教学科については、２００９年４月１日で学生募集を停止し、在学生の卒業

を待って廃止する。 
４ 聖和大学大学院教育学研究科幼児教育学専攻については、２００９年４月１日で学生

募集を停止し、在学生の修了を待って廃止する。 
第１１条 （聖和大学短期大学部） 
１ 聖和大学短期大学部は、２００９年４月１日以降、学校法人関西学院が設置する短期

大学として存続する。 
２ 短期大学の名称は、学校法人関西学院 聖和短期大学とする。 
３ 聖和短期大学の学長は、合併協議会で協議の上新たに定める聖和短期大学学長選出規

程に基づき選任される。 
第１２条 （聖和大学附属聖和幼稚園） 
１ 聖和大学附属聖和幼稚園は、２００９年４月１日以降、学校法人関西学院が設置する

幼稚園として存続する。 
２ 幼稚園の名称は、学校法人関西学院 聖和幼稚園とする。 
３ 聖和幼稚園の園長は、合併協議会で協議の上新たに定める聖和幼稚園園長選出規程に

基づき選任される。 
第１３条 （聖和乳幼児保育センター） 
１ 聖和乳幼児保育センターを設置、経営する社会福祉法人聖和福祉会と学校法人聖和大

学との間に存する法的関係は、法人合併後も学校法人関西学院との間で継続する。 
２ 本協定の締結後、社会福祉法人聖和福祉会と学校法人聖和大学との間で、既存の契約

の内容を変更する場合、新たな契約を締結する場合、又は契約を破棄する場合は、事

前に合併協議会の承認を得る。 
 
第３章 教職員 

 
第１４条 （人事） 
本協定の締結後、法人合併までの間、学校法人聖和大学が雇用する専任教職員の採用・
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任用等が必要な場合及び給与・資格等の変更は、合併協議会で協議の上、学校法人聖和

大学が決定する。 
第１５条 （継続雇用） 
 ２００９年４月１日に学校法人関西学院が学校法人聖和大学から継続して雇用する教職 
員については次のとおりとする。 
１．学校法人関西学院は、聖和大学の大学教員を、関西学院大学が新たに構想する教

育学部及び新設学部等へ継続して雇用する。 
２．短期大学部教員及び幼稚園教諭は、学校法人関西学院が継続して雇用する。 
３．聖和大学の専任職員は学校法人関西学院が継続して雇用する。なお、勤務地は学

校法人関西学院のキャンパス（西宮上ケ原、聖和、神戸三田、大阪梅田）等とす

る。 
第１６条 （定年） 
１ 学校法人関西学院が前条により継続して雇用する教職員の定年は、学校法人関西学院

の教職員定年に関する規程にもとづく。 
２ 学校法人聖和大学は、２００９年３月３１日までに、前項について当該教職員の了解

を得るための措置を取る。 
第１７条 （資格等） 
学校法人関西学院が学校法人聖和大学から継続して雇用する教職員の資格等について

は、次のとおりとする。 
１．教員の資格（教授、准教授、助教及び専任講師。ただし、任期の定めがある教員を

含む。）は、学校法人聖和大学における資格、学歴資格、業績、経歴、経験年数等を

勘案し、学校法人関西学院の諸規程により定める。 
２．職員の職能資格は、学校法人聖和大学における資格、学校法人関西学院の定める職

能資格基準、学歴資格、職歴、経験年数等を勘案し、学校法人関西学院の諸規程に

より定める。 
３．幼稚園教諭の資格は、学校法人聖和大学の諸規程に準じて、学校法人関西学院が新

たに定める。 
第１８条 （給与等） 
法人合併後、学校法人聖和大学から継続して雇用する「教職員の給与等」は、次のとお

りとする。 
１．大学教員（短期大学部教員を含む。）及び職員の給与（諸手当及び賞与を含む。以

下同じ。）は、法人合併後４年間、学校法人聖和大学において２００９年３月末日

に受けていた年収総額を保証する。法人合併から４年経過後、学校法人関西学院の

給与規程による給与との格差が存在する場合は、一定期間（４年間）を経て是正を

はかる。 
２．幼稚園教諭の給与は、法人合併後４年間、学校法人聖和大学において２００９年３

月末日に受けていた年収総額を保証する。法人合併から４年経過後の給与は、大学

教員及び職員の是正内容を勘案して定める。 
３．退職金は、法人合併後４年間、聖和大学退職手当支給規程により支給する。法人合

併から４年経過後、関西学院退職金規程による退職金との格差が存在する場合は、

一定期間（４年間）を経て是正をはかる。ただし、２００９年３月末日までの聖和

大学における勤続年数を引き継ぐものとする。 
４．その他の諸制度に係わる条件整備は今後協議する。 
第１９条 （勤務時間、休日等） 
学校法人関西学院聖和キャンパスに勤務する教職員の勤務時間、休日等に関する諸条件

は、合併協議会で協議する。 
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第２０条 （その他の待遇） 
学校法人関西学院が第１５条に基づき継続して雇用する教職員のその他の待遇は、学校

法人関西学院の諸規程にもとづく。 
 
第４章 その他 

 
第２１条 （協定締結） 
 本協定は、両学校法人の理事会における特別決議をもって締結する。 
第２２条 （合併契約） 
１ 本協定の内容にもとづき、両学校法人の寄附行為に定める合併に関する特別決議をも

って、合併契約書を締結する。 
２ 合併契約の時期は、別途協議する。 
第２３条 （誠実条項） 
１ 両学校法人は、法人合併に向けて誠実に協議するものとする。 
２ 本協定の内容について変更の必要が生じた場合、両学校法人は誠実に協議するものと

する。 
３ 本協定に定める事項以外については、両学校法人が必要と認める場合、合併協議会で

誠意をもって協議する。 
第２４条 （協定解除） 
前条の規定にかかわらず、両学校法人が合意に至らない場合は、両学校法人いずれか一

方の文書による通知をもって本協定を解除することができる。 
 
以上のとおり協定を締結したことを証するため、協定書を２通作成し、両学校法人の理

事会における特別決議記録を添付して、各１通を保有する。 
 
 
２００７年 ３月２９日 
 
 

学校法人関西学院    学校法人聖和大学 
 
 
理事長 山 内 一 郎   理事長 茂   純 子 

 


